
7月の工事開始以来半年、ようやく校庭改修工事が終わり

ました。1月7日、全教員立ち会いの下、使用方法やメンテナンスについての説明を受けました。そして、

これをもちまして、5年間に及ぶ校舎改築の事業が終了となります。児童、保護者、地域の皆様におきまし

ては、この間、多大なご不便をおかけしました。皆様方のご理解とご協力により、無事、工事期間を乗り切

ることができたこと、心より御礼申し上げます。新しい校庭は、緑色の土です。適度な硬さと表面の滑りが

学校運動に適している素材です。これから半年ほどは、児童の活動を保障しつつ、土の状態が落ち着くまで

メンテナンスを丁寧に行い使用していきます。今後も引き続き、ご理解ご協力のほどよろしくお願いします。 

 

 

★ 新たな一年の始まり        校長  鈴木 英明 
 
 新年明けましておめでとうございます。皆様におかれましては穏やかに新年をお迎えのことと存じます。

昨年は、本校の教育活動に対し、保護者や地域の皆様方には多大なるご支援、ご協力を賜り、誠にありがと

うございました。 
今年の干支は申。申といえば、三猿（見ざる・言わざる・聞かざる）を思い出します。三猿の由来は様々

あるようですが、日光東照宮の三猿の説明には、「子供のうちは、悪いことは見ない、聞かない、言わない」

と書かれています。論語の「非礼勿視、非礼勿聴、非礼勿言、 非礼勿動（礼にあらざれば視るなかれ、礼に
あらざれば聴くなかれ、礼にあらざれば言うなかれ、礼にあらざればおこなうなかれ）」がもとになっている

ものと考えられますが、子供たちを健全に育成してくための大切な考え方の一つであると感じます。 
この三猿の教えを大切にこれからの社会に羽ばたく子供たちに確かな学力、豊かな心、たくましい体を育

むため、一人一人の子供を深く理解し、励ましながら充実した毎日を送らせたいと思います。  
さて、平成２８年は谷原小学校にとって変革期を迎える年であると捉えています。 
その一つは、練馬区立小・中学校で始まる「新たな三学期制」への対応です。平成２８年４月からは学期

の区切りを４月から７月、７月から１２月、１２月から３月の三期に分けて教育活動を行うこととなります。

これまで行ってきた二学期制のよさを生かしながら、三学期制を行うにあたっては、授業時間数を確保する

ことが必要となってきます。本校においては、学校行事等の精選を中心に授業時間数を確保できるよう計画

を立てているところです。三学期制移行への進捗状況は、１月の保護者会の前にご説明させていただきます

ので、お時間をいただきたくお願い申し上げます。 
 
 
 もう一つは、開校６０周年に向けてです。１１月に開校６０周年実行委員会の準備委員会を行いました。

今後、平成２９年度の開校６０周年に向けて、より一層、保護者・地域の皆様方との絆を深めながら、子供

たちへ谷原小学校や地域のよさを伝え、受け継いでいける心を育てていきたいと考えています。 
本年も皆様方のご協力をいただきながら本校教職員一同、心を新たにして本校の教育活動をなお一層推進

してまいりたいと思っております。どうぞ、子供たちの健やかな成長のため、今後とも旧年に変わらぬご理

解とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

谷原小だより１月号 

平成2８年１月８日 

練馬区立谷原小学校 

校長   鈴木 英明  

三学期制移行への説明会 
 １月１４日（木）、１５日（金） １４：３０~１４：４５ 多目的室  ※両日、同様の内容です。 



                                               6年学年主任 関谷 宣明 

♪曲がりくねった道の先に 待っている いくつもの 小さな光♪  

♪まだ遠くて 見えなくても 一歩ずつただそれだけを 信じてゆこう♪  

                       Christmas Live in 谷原「WINDING ROAD」より 

子供たちの歌声には、パワーがありました。と同時に6年生の底力を今回も感じさせてくれました。 

前日まで、なかなか調和しなかった合奏も、なかなか響き合わなかった合唱も、当日は大成功！やっぱり本番

に強い6年生でした。涙を流しながら聞いてくださった先生や保護者もいらっしゃいました。心を揺さぶる歌声

は希望となって、大人の心に響いたのではないでしょうか。 

人は、真っ直ぐで平坦な道ばかりを歩んで、大人にはなれません。思った通りにいかない現実や、乗り越えな

ければいけない壁がきっとこれからの人生にはあります。まさに、曲がりくねった道を歩んで、大人へと成長し

ていくのだと思います。 

節があるから竹は真っ直ぐに伸びるそうです。一つ一つの行事を 

節にして、6年生は真っ直ぐに伸びています。残すは、巣立ちの会 

と卒業式です。小学校6年間の総仕上げを任された担任一同、卒業 

までの日々を大切に、全力で子供たちの成長に尽くして参ります。 

追伸：6年生の保護者の皆様  

開場までの長い時間、整然と列を作ってお並びくださり、ありがとう 

ございました。「さすが6年生の保護者！」とお褒めを頂戴致しました。 

 

 
６年生より 

 

                                 

 

               
理科専科の奥 律枝です。５．６年生の理科を担当しています。最近の学習の様子を

紹介します。 

5年生「流れる水のはたらき」では、流れる水には、浸食、運搬、堆積のはたらきが

あることを学びます。校庭が使えないので、コッコちゃんの小屋裏にある広場？で土を

盛り上げ、川を作って水を流す実験をしました。クラスを半分に分け、それぞれ大きな

山を作ります。やっていることは、〈土遊び〉そのもの。最初は遠慮していた女の子た

ちもやり始めたら、一生懸命。大きな山ができました。班ごとに川をつくり、いよいよ

水を流します。カーブで崩れる川の土手。「あ～！！！」と言いながら手を出す子ども

たち。だんだん泥だらけに…。その節は、泥だらけになり、ご迷惑をおかけしました… 

6年生「土地のつくりと変化」では、土地を作っている地層のでき方や火山、地震に

よる土地の変化を学びます。地層の中から出てくる化石を観察する時間に、「これはわ

たしのコレクションね」と言って手持ちの化石を自慢しながら見せました。子どもたち

に「わ～、いくらしたんですか？」「そんな趣味があったんですか！」「もらえるんです

か？」「あげません！」とやりとりしながらも楽しく観察してもらいました。 

 どこで手に入るか聞かれました。科学博物館のショップが身近でしょうか。上野や多

摩六都科学館など、この機会に展示も楽しんでみてはいかがでしょうか。 

 

理科専科より 



図書館司書   福田 照美 

 

 

  
昨年4月の歯科健康診断の結果、健康な歯（むし歯なし＋今までむし歯の治療をしたことが

ない）の児童は406人で、全校児童の7割に達していました。中でも1年生は111人中97人と 

9割弱の児童が健康な歯でした。 

 かつて、「こんなにむし歯罹患率が高い先進国はない。」「このむし歯罹患率では先進国と言え

ない。」と言われた時代がありました。各小学校で、むし歯予防の指導が盛んに行われ、はみが

きカレンダーや給食後の歯みがきも全校で取り組みました。また、歯科医師会と行政が協力し

て、むし歯の治療率を上げるためによい歯のバッジが配られました。このような取り組みは、

時間をかけ徐々に子供たちや家庭に浸透し、むし歯治療率の向上からむし歯予防に意識が変わ

っていきました。当時の小学生は、今の保護者の方々です。 

 このように健康教育は、20年・30年の時を経て意識や行動の変容につながっていきます。今

の教育は、今の子供たちが大人になり、親となったとき､次の世代の子供たちへの教えにもなっ

ていくのです。 

一方、経済成長や情報化が進む中で社会全体の生活スタイルは大きく変化しました。それに

伴い子供たちの生活も変わり、小学生でも授業中に居眠りをする子がいます。今、日本は世界

で最も子供の睡眠時間が短い国と言われています。「早寝・早起き・朝ごはん」が自明の理だっ

た時代に育った大人は、その大切さを意識しないまま成長しました。しかし、成長過程にある

子供たちにとって大人と同じ生活の仕方では、健康は危ぶまれます。過去の健康教育が歯みが

きの定着や喫煙率の低下につながったように、将来の健康意識や行動変容につながることを信

じて健康教育を進めたいと考えています。         主幹(養護教諭)  押方 富子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

本（読書）と子供達の架け橋となるよう、谷原小の図書室

に来させていただくようになり3年、本を選ぶお手伝いや授業での読み聞かせを通し、

本の世界を広く子供達に伝えられるよう取り組んでいます。私は週に2回（火・金）

来校している関係で、高学年の児童との関わりが少ないですが、年に2回ある読書旬

間中には、読書活動のバリエーションを紹介しています。今回の秋には、読書ビンゴ、

読書スタンプラリー、おためし読書、アニマシオン等の他、稲荷山図書館より支援を

受けて探検ラリーも行いました。盛りだくさん欲張りすぎた感もありますが、先生方

や保護者の皆様にもとてもご協力いただき感謝しています。その間、子供達が熱心に

読書ビンゴに挑戦してくれたり、好きな本の話を聞くことが出来、また次回へ向けて

のたくさんの課題や、やってみたいことが見えてきました。取り上げる本のジャンル

など、更に広げ、本を通していろいろな人の考えや世界を紹介していきたいです。そ

して、子供達が「気付いたら読書してた」と言うくらい本が自然に身近にあるように

なるといいと思います。その為にもまずは私自身もっとこれから読書続けます。 

図書室より 

未来につながる保健指導(健康教育) 



 

 

日 曜 予定 

１ 金 元旦 

2 土 休日 

3 日 

4 月 

5 火 

6 水   

7 木 冬季休業日終 

8 金 
2学期後期始業 給食始 計測2年 

席書会56年 

9 土 
学校公開 もちつき集会 美化日 

計測3年  

10 日   

11 月 成人の日 

12 火 
委員会活動 計測１年  

席書会34年 

13 水 健康の日 計測4年 

14 木 
校内書き初め展 計測5年くすのき 

保護者会456年 

15 金 
 計測6年  

避難訓練 保護者会123年くすのき 

16 土 連合図工展 

17 日 

18 月 クラブ活動 

19 火 社会科見学6年 

20 水 くすのき連合図工展 

21 木 

22 金   

23 土 連合書き初め展  

24 日 

25 月 なわとび旬間 委員会活動 

26 火 社会科見学4年 

27 水  ユニセフ集会 

28 木  ユニセフ募金 

29 金   

30 土  

31 日  

１月の予定  
 

「書き初め展」 

書き初めは昔から、１月２日に行われる学

校の行事です。正月２日は仕事始めとされ、

例えば農家は田畑に鍬を入れたり田畑や山

の神を祭ったりしました。書き初めもこのし

きたりにならったものです。 

学校では書写の学習として、低学年は硬筆

で、中学年、高学年は毛筆で書き初めをしま

す。学年に応じためあてを設定し、一字一字

丁寧に書くことを指導します。作品は「校内

書き初め展」で各教室の近くの場所に掲示し

ます。ぜひご覧ください。また、練馬区連合

書き初め展も開催されます。あわせてご覧く

ださい。 

・校内書き初め展   

１月１４日（木）～１月２２日（金） 

 （校内書き初め展のプリントが出ます。） 

・練馬区書き初め展  

１月２３日（土）～１月２４日（日） 

（練馬区美術館にて、詳しくは１月にプリン

トでお知らせします。） 

書き初め展について 

◎明日、もちつき集会です。 

谷原小学校校区育成会によるもちつき集会

が１月９日（土）出会いの径で行われます。 

予定時間は下表の通りです。当日は出来上が

った餅を教室で食べますので「箸」と「水筒

（中身は水かお茶）」を持たせてください。 

 

時  間 学  年 

9:30～   ２年 

9:55～ ６年 

10:20～ ３年 

10:45～ ４年 

11:10～ １年１２３組 

11:35～ １年４組 ５年 くすのき 

 

※18日は休館日 


